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～コロナに負けない～



新型コロナウイルスの終息は
いつになるか分かりません。

≪活動を中止した状況が長く続くと≫
●地域のつながりの希薄化
●自治会活動を再開することが難しくなる
●自治会加入率の低下

≪コロナ禍の自治会活動≫

新たなつながりの形について
一緒に考えましょう

はじめに

コロナ禍においては、これまで住民同士の交流の場
となっていた自治会事業の中止が相次ぐなど、各自治
会では新たな課題に直面しています。
このような状況を少しでも改善すべく、市内１５地
区の自治会連絡協議会で意見交換をさせていただいた
結果をここにまとめました。
完全な方法はありませんが、各自治会の取組事例等

を各地区や市全体で共有し、今後の自治会活動につい
て一緒に考え、進めていきましょう。

新型コロナウイルスの感染拡大を防ぎながら、
住みよい地域をみんなの手でつくりましょう。
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神奈川県作成「感染リスクを抑えながらコミュニティを楽しむコツ」抜粋

１－（１） 主催者が気を付ける共通ポイント
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１－（２） 参加者が気を付ける共通ポイント



●役員用のＬＩＮＥグループを開設
定期的に開催していた会議を少なくできた。

●ＬＩＮＥ電話やＺｏｏｍを用いて
集まらずに会議
地域のインターネットに詳しい方を中心にオンラインを

活用している。

●書面協議
会場での開催が難しい場合、議案書と表決書を配布し、

期日までに表決書をいただくことで、承認を得ている。

●会議は人数を考慮しながら２部制にし、
時間を制限して実施

●コミュケーションアプリの活用
自治会長に集中する情報を効率的に役員に伝えるため、

BAND（グループコミュニケーションアプリ）を導入。資
料をＰＤＦ化し、役員内で共有するなど、自治会内での情
報伝達に活用している。
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２－（１） 活動事例（会議・情報伝達）

コロナ禍における自治会活動の事例をまとめました。
今後の自治会活動の参考にしてください。



●自治会区域内の掲示板で情報発信

●自治会でホームページを作って
最新の情報を発信
防災倉庫の点検を行うとともに、地区内の屋外消火器と

井戸の場所を確認し、地図に落とし込んだ。それを防災マ
ニュアルの資料として、ホームページにアップしている。

●メールによる回覧
紙の回覧と併用して、メールを活用している。

●市への依頼はスマ報を活用
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２－（１） 活動事例（会議・情報伝達）

スマ報とは❔
「道路が損傷している」や「公園遊具に不具合がある」などの身近なまち
の課題について、スマートフォンなどのカメラ機能やGPS機能(位置情報)
を利用して撮影した写真に、コメントなどを添えて市に情報提供すること
で、その情報を基に市が対応などを行う、市民協働でまちづくりを推進
する仕組みです。

「スマ報」は、市民の皆さんをはじめ、在学・在勤の方もご利用いただけ
ますので、インターネット環境とカメラ機能（位置情報付き）のあるスマー
トフォンやタブレット端末機などをお持ちの方は、ご活用ください。



●もちつきは袋に入った餅を配布
毎年恒例のもちつき大会だが、令和２年度はもちつきは中

止とし、袋に入ったもちを会員に配布する予定。
また、同時に行う抽選会の景品は、例年より充実する予定。

●焼き芋
サツマイモを購入し、焼いてその場で食べるのではなく、

持ち帰っていただくようなイベントを考えている。

●花壇の管理を企業と協働で
人数を縮小して実施

●防災マップを作成し、スタンプラリー
地区内の危険箇所をまとめた防災マップを作成し、会員に

配布した。また、感染対策をした上でマップを活用したスタ
ンプラリーをする予定。
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２－（２） 活動事例（催し）

●わんわんパトロール隊
密集・密接を避けた新たな活動として、愛犬の散歩に合わせ防

犯や子どもの見守りを行う自主防犯組織を結成した。
パトロール隊は、ロゴ入りＴシャツやベストを着用したり、

トートバッグを持つなどして活動する。
隊員グッズは購入してもらうが、半額は自治会が負担する。

他市区町村の事例
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●ボランティア組織
公園や遊歩道の清掃をするボランティア組織を自治会内で

立ち上げた。
自治会がその組織に補助金を出し、清掃道具の購入や、ユ

ニフォームを作り、活動している。

●美化清掃は分散して実施
地域の方が一度に集まることはせず、毎月決められた日に

自宅周辺を中心に実施している。

●一部の役員で美化清掃を実施

●自宅の雑草駆除
自宅の雑草を放置している家があったため、地域の環境美

化に努めるようチラシを全戸配布した。状況は少しずつ改善
している。

●学校清掃
小学校の先生が放課後に清掃及び消毒をすることになり、

負担が大きく、困っていた。
複数の自治会や学校運営協議会などが廊下、水道、階段等

の清掃及び消毒を実施している。

２－（３） 活動事例（美化清掃）



●電子決済システムの導入
利便性の向上や集金時の接触機会を無くすため、自治会費

の集金にオンライン決済システム（ＰａｙＰａｙ）を導入し
た。約14％の方が利用した。

●集金袋を利用して集金
建物のフロアごとに役員がおり、集金袋を各戸に事前配布

し、特定の期間に役員のドアポストに入れてもらうようにし
た。当初は接触を避けるためだったが、役員の負担軽減にも
繋がっている。

●集金担当者にマスクと消毒用アルコールを
配布

●令和２年度は自治会費を返納し、
来年度は集金しない

●領収書をまとめる
自治会費の集金や募金をこれから行うが、領収書をまとめ

ることで班長の負担を軽減することを検討している。
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２－（４） 活動事例（自治会費）

集金方法が増えることで、集計する負担が多少増える
と思いますが、スマートフォンのアプリを活用した集金
方法の導入により、若い世帯が自治会に加入するきっか
けにもなるかもしれません。



●マスクを配布
あゆコロちゃんＧＥＮＫＩポイント事業において得た賞金

を活用し、地域内の75歳以上の方に新型コロナウイルス対
策としてマスクを配布。費用の不足分を全自治会で補い、マ
スクの作製は地元の障がい者就労施設に依頼するなど、地域
一体となった取組を行った。

●のぼり旗を寄贈
小学校ＰＴＡが交通安全を啓発するのぼり旗を設置したが、

経年劣化により、その多くが撤去されている状況であった。
そこで、地区自治会連絡協議会及び安心・安全なまち会議

が協働し、地域の大切な子どもたちを交通事故から守るとい
う趣旨のもと、通学路に「通学路」と表記するのぼり旗を作
成し、小学校ＰＴＡに寄贈した。

●災害見舞金を寄附
「災害の被災地に少しでも援助ができれば」と会員から

募った募金を、災害見舞金として厚木市社会福祉協議会に寄
附した。

●小学生の思い出づくりに協力
小学校で打ち上げた花火の費用の一部を寄附し、当日は会

場周辺の交通整理と見守りも行った。
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２－（５） 活動事例（配布・寄附）

●商品券を配布
自治会の会員と商店街を救うため、地域の店舗で使用できる

2千円分の商品券を各世帯に配布した。
自治会役員らが考案した取組で、自治会費を財源に充てた。

他市区町村の事例



●手入れされていない道路脇の樹木を伐採

●野良猫を保護
野良猫が増えて困っていたが、保護を行っている団体に依

頼し、保護してもらった。費用は１匹当たり2,000円のワク
チン代のみだった。

●アマビエが描かれたパネルを設置
「自治会活動を再開できるよう、感染症が早く収束してほ

しい」という願いを込めて、自治会長がアマビエが描かれた
パネルを作成し、設置した。
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２－（６） 活動事例（その他）

「アマビエ」とは❔
江戸時代に肥後国（現在の熊本県）に現れたとされる妖怪で、

「疫病が流行したら、私の姿を描いて人々に見せよ。」と言い残
したと伝えられています。

●自治会だよりを発行
住民の絆を途絶えさせないよう自治会の魅力や歴史、グルメや

催しなどをまとめた冊子を発行した。
冊子にはクイズも掲載し、全問正解した住民に景品を用意する

など、コロナ禍でも地域、住民の双方向の交流で絆を途絶えさせ
ないよう工夫を凝らしている。

他市区町村の事例



● 防災備蓄倉庫を整備する。

● 消毒液、マスク、手洗い石けんを

購入し、自治会員に配布する。

● 書面会議開催に伴う郵送料として

活用する。

● 発電機や消火器などの防災備蓄品

を整備する。

● 防災備蓄品を会員に配布する。

自治会費や補助金の有効活用事例
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３ 自治会費や補助金の有効活用事例

令和２年度は、お祭り等の事業が行えないため、い
つもと違った形で自治会費を活用している自治会もあ
ります。他の自治会の事例を参考にして、自治会費や
補助金を有効に活用しましょう。



● 役員会に役員推薦委員会を設立し、最低６人の役
員を選出している。

● 役員推薦委員会で役員の候補者を集めている。役
員推薦委員会は、現役の役員と過去に役員をしてい
た方などで構成しており、本人の了解を得るところ
まで対応してくれている。

● 役員ＯＢなどで構成された役員推薦委員会（任期
３年）で役員を選出している。主体はＯＢで現会長
はオブザーバーとなっている。（推薦委員会の活性
化も課題になっている。）
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４ 役員選出事例

役員選考（推薦）委員会

令和３年度は多くの自治会で役員の改選が見込まれて
います。各自治会の事例をまとめましたので、今後の役
員選出の参考にしてください。



● 会員は380世帯あるが、グループ分けをし、順番に
役員を選出してもらっている。任期は１年である。

● 順番により選出された10人の班長の中から抽選で自
治会長を決めている。
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４ 役員選出事例

● ２月に役員選考委員会を開く。会長は選考委員会
で推薦する。役員を半分ずつ入れ替えることを検討
中。日頃から行事の度に声掛けをしている。

● 選考委員会が役員の立候補や推薦を募り、その結
果を基に個別訪問して役員を探している。

● 役員選考委員会に役員の選出を一任している。
（70歳まで仕事をする人が増えているので役員を
70歳以上の人にお願いすることが難しい。）

● ２年任期の常任委員会を７人で組織している。常
任委員会で役員を探しているが、いなければ常任委
員会から役員を選出している。

役員選考（推薦）委員会

輪番制



● 役員経験のある方が多いため、会長一人に多く
の負担がかかることはない。

● フロア毎に２人の役員がいるが、後任は自分で
探すことになっている。

● 規約上、７５歳以上の方が役員になることはな
い。

● １年任期の組長から会長を選出する。（任期は
１年なので経験を重ねないまま交代することにな
る。）

● ３つのブロックそれぞれに顧問が２人おり、計
６人の顧問が自治会長を探している。

● 自治会役員は、班長による互選で決めている。

● 班長業務を集金や回覧程度に限定した。行事の
運営にも充てていない。

● 自治会の規約を改正し、自治会長の任期の上限
を定めた。また、任期が長くなればなるほど自治
会長の手当が上がるようにした。

● 自治会の区域をブロックに分けて役員の選出を
しているが、必要に応じてブロックの再編成を
行っている。
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４ 役員選出事例

その他



● 連絡用の文書をメールに変更することも検討して
いたが、約４分の１の班長からはメールアドレスが
提供されなかった。

● 回覧をやめて掲示にした事例もあるが、掲示板で
は周知が難しかった。

● 令和２年度は班長の顔と名前がまだ分かっていな
い。班長とのコミュニケーションは重要だと思って
いる。オンラインでのやりとりも良いが、直接会話
する機会も持たなければならないと思っている。

● 電子での情報交換を導入しても紙も併用しなけれ
ばならない。

● ネットでの会議開催も今後は検討が必要であると
思う。
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５－（１） 課題・意見（会議・情報伝達）

■ メールやＬＩＮＥを取り入れる場合は、書面や回覧
などによる連絡手段も改めて確認しましょう。

■ 回覧板を次の方に回す際は、アルコール消毒を徹底
しましょう。

■ 集まって会議をする場合は感染防止に注意しましょ
う。（１、２ページ参照）

ポイント
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● 集金をするために地域内を回り、顔を合わせるこ
とが、隣近所の方を知る唯一の方法にもなっている。
一概に個別集金を変更することも難しいと考えて
いる。

● 自治会費の集金については、ドアポストがない戸
建て住宅では集金袋のポスト投函という方法は難し
い。

● 自治会費は、総会で金額や集金期限を決めている
ため、役員のみの決定で令和２年度は集金しないと
安易に決めてしまうことはできない。

● 来年度は自治会費を減額することも検討している。

５－（２） 課題・意見（自治会費）

■ 自治会費は規約等で定められていることが多いので、
変更する場合は規約改正が必要になることもあります。

■ 振込や電子マネーの導入を検討する場合は、会計処
理の方法を事前に確認しましょう。

ポイント



● 年配の方が多く、盆踊りなどの行事は全員で対応
しないと成り立たない。

● 高齢化が進んでいることもあり、次の会長や班長
の担い手がいない。

● 組長は順番にしているが、高齢を理由に断る方が
多くなっている。

● 役員に年齢制限を設けると、高齢者ばかりなので
担い手が居なくなってしまう。

● 団地は高齢者が多く、戸建ての若い人たちは仕事
があるので引き受け手がいない。外国人もいるため
運営が難しい。新たな入居者も高齢の単身世帯が多
い。
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５－（３） 課題・意見（高齢化）

■ イベントの見直しや役員負担の軽減など、自治会員
の高齢化が進んでも自治会活動が継続できるような仕
組みを考えましょう。

■ まずは少しのお願いから。役員にならなくても若い
方がお手伝いができる環境をつくってみましょう。
（例：人材登録制度）

ポイント



● 自治会長が１期２年や１年毎に交代した場合、責
任を持って地区の課題に取り組めるか疑問に思って
いる。ある程度の期間を務めることは必要ではない
か。退任した場合には、１年間は後任のアドバイス
をすることが必要だと思っている。

● 自治会長以外の委員にも充てられるため、会長の
出番が多く、負担が大きい。

● 自治会長に推薦依頼が来るが、自治会長が全ての
住民を把握することは難しい。

● 自治会長が全てを負担するのではなく、班長など
の役員にも協力してもらうように運営方法を変えた
方が良いのではないか。
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５－（４） 課題・意見（自治会長）

■ 自治会長の充て職や依頼事項の削減について、多く
の御意見をいただいています。市でも自治会長の負担
軽減について検討しています。

■ 自治会長だけに負担が集中しないよう、副会長や他
の役員が業務を分担できるようにしましょう。

ポイント



● 65歳で仕事をリタイヤする人は少ない。皆仕事を
しているからできないと言われる。自治会行事を縮
小し、誰でも役員ができるようにしなければならな
いと考えている。

● 自治会役員の改選時期を控えているが、会員同士
が会って話をする場がないので、次の役員をお願い
することが難しい。

● 役員をお願いすると、自治会を辞めると言われて
しまう。メリットがないとも言われる。

● 行事ごとに次の年度の役員にも手伝ってもらうこ
とで引継がスムーズにいく。
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５－（５） 課題・意見（役員）

■ 自治会長だけでなく、高齢化による班長の負担など
も課題となっています。自治会の事業を見直すなど、
負担の少ない自治会活動の方法について考えましょう。

■ 自治会内で課題を共有し、日頃の活動を通して役員
になってくれそうな方を探してみましょう。

■ 災害時の共助や地域の見守りなど、地域のつながり
や絆があることで、安心した生活ができることは、自
治会のメリットであると考えます。

ポイント



● 自治会の一番の目的は隣近所の親睦だと思うが、
コロナ禍では今後の計画が立てられない。

● 飲食を伴う事業を計画中であるが、どこまでして
もいいのかというラインが分からない。

● 自治会に加入してもメリットがないという意識が
定着している。昔と状況が変わり、市が細やかな
サービスを提供しているため、自治会に加入しなく
ても不自由しない。

● 外で開催する行事であれば感染しない。忘年会や
新年会を実施すれば、感染するのは当たり前であり、
規制すべきではないか。

● 自治会長は男性の割合が多い。
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５－（６） 課題・意見（その他）

その他の具体的な御要望等については、改善や検討など、
個別に対応しています。



みんなでつくる
新しい生活様式を取り入れた

自治会活動

■ 自治会活動の事例を募集します
工夫した自治会活動の事例を教えてください。

■ 自治会活動の事例を発信します。
工夫した自治会活動の事例は、厚木市自治会連

絡協議会の理事会やＳＮＳ等を通じて随時情報発
信します。

自治会活動等でお困りの場合や他の自治会の参
考になるようなお話しがあれば、各地区市民セン
ター又は市民協働推進課までご連絡ください。

厚木市市民協働推進課
（厚木市自治会連絡協議会事務局）
電 話 046-225-2101（直通）

ご連絡ください



令和２年11月発行
発 行 厚木市
編 集 市民協働推進課
電 話 046-225-2101（直通）


